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【研究の目的】 
 法制化、そしてまたグローバル化が進む中、リーガルサービスの供給者としての弁護士もまた、変容
を求められている。リーガルマーケットからの需要に対し、的確に対応できる資質・能力そしてまた機
動力を弁護士が備えることが求められる一方、他方では、弁護士のコアバリューを浸潤する危険性をは
らんでいる。 

将来さらに強まると予想される変容への圧力のなかで、今後弁護士は、どうあるべきか。比較法的観
点からそれを問うのが、本共同研究の目的である。 
【研究活動及び成果】 

昨年度に引き続き、今年度もコロナ感染症の蔓延状況を踏まえて、集合的な研究活動よりも、個々の
メンバーの情報収集活動を中心とする方針を貫いた。もっとも、数年前からの共同研究グループ活動の
蓄積の成果として、研究論文１本を公表するに至った（下記、「学術雑誌」参照）。 

なお、本共同研究グループは、2014年の創設以来、8年間にわたる研究活動を展開してきたが、その発
展的解消を企図し、本年度をもって終結することにした。 
学術雑誌 

森   勇「ドイツにおける守秘義務とその再構成―弁護士の守秘義務を取り巻く環境変化への対応
のひとつのモデル―」『比較法雑誌』55巻1号（2021年6月） 
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